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できるものと考える。の看護職者は，全園児を対象とした保健活動を
担うことができるため，保護者や保育士からの
理解も得やすく，地域の専門職者との協同も行
いやすい。しかし，フリー配置であっても，看
護職者が１名の保育園では，保育士の補助要員
として乳児保育を担当する機会が多いとの報告
もあり7)，看護職者が十分な役割を果たすこと
ができる環境を整えることは重要である。
看護職者の複数配置園では全園児の情報を看
護職者間で共有し，さまざまな保健活動を展開
することができている。
本調査で興味深いことは，保育園看護職者の
存在を約４割の保護者が正確に把握していなか
ったことである。これは，配置形態により看護
職者が保護者のニーズや全園児を対象とした保
健活動を十分に行えないことがその存在を認知
されない理由と考える。さらに，小児医療の経
験が少ないことも看護職者自身の専門家として
のあり方に影響を及ぼしていることが考えられ
る。
以上より，保育園の看護職者は，小児医療の
経験を持ち，子どもの発達や現代の子育ての問
題を熟知した専門性の高い職業人であることが
望まれる。また，体制のあり方としては，看護
職者の配置はフリー配置とするか，もしくは複
数配置とし，保護者や保育士，他の関連機関や
専門職者と協同できる環境を準備することが求
められる。このような条件が整うことで看護職
者は本来の役割を十分に果たすことができ，子
どもの健やかな発達を保障し，現代の親の特徴
やニーズを把握した子育て支援，親支援に貢献
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